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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】丈の低い積荷でも容易に荷台枠に荷上げ、荷降
ろしでき、不使用時には極く簡単な操作でコンパクトに
折り畳める農作業用キャリアを提供する。
【解決手段】平面視が矩形状で前枠３、後枠４、および
左右一対の側枠５を含む荷台枠２と、後枠４の中間の後
方Ｒに配設した左右一対の後輪Ｗと、荷台枠２の前枠３
、後枠４、側枠５ごとにおける水平方向の中間から立設
した前後左右４つの荷支え枠８，９，１０と、前枠３の
前方に配置した方向自在な前輪ｗと、荷台枠２の前枠３
の斜め前方Ｆに配置された丁番金具１６と、丁番金具１
６の一方１７に基端側を回転可能に取り付けられ、先端
に位置する握り枠２４により連結された左右一対の牽引
枠２３と、を備え、一対の牽引枠２３は、それらの基端
側を回転中心として後方Ｒに回転させた際に、荷台枠２
の後枠４に接して支持され、前枠３および後枠４の荷支
え枠８，９を一対の牽引枠２３の間から立設させる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　平面視の外形が矩形状で且つ前枠(３)、後枠(４)、および左右一対の側枠(５)を含む荷
台枠(２)と、
　上記後枠(４)における水平方向の中間から後方(Ｒ)に延びた支持枠(１４)に軸支される
左右一対の後輪(Ｗ)と、
　上記荷台枠(２)の前枠(３)、後枠(４)、および左右一対の側枠(５)ごとにおける水平方
向の中間から立設した前後左右４つの荷支え枠(８，９，１０)と、
　上記前枠(３)の前方に水平状に張り出した台座(２６)の底面に取り付けられた１つまた
は２つの方向自在な前輪(ｗ)と、
　上記荷台枠(２)の前枠(３)から斜め前方(Ｆ)に延びた一対の支持枠(１５)の前端側に固
定された丁番金具(１６)と、
　上記丁番金具(１６)の一方(１７)に基端側を回転可能に取り付けられ、且つ先端に位置
する水平な握り枠(２４)によって連結された左右一対の牽引枠(２３)と、を備えた農作業
用キャリア(１ａ)であって、
　上記左右一対の牽引枠(２３)は、上記荷台枠(２)側から離れ且つ斜め前方(Ｆ)に延びた
牽引時から、それらの基端側を回転中心として後方(Ｒ)に回転させた際に、上記荷台枠(
２)の後枠(４)に接して支持されると共に、上記前枠(３)および後枠(４)ごとの上記前後
一対の荷支え枠(８，９)を当該一対の牽引枠(２３)の間から立設させる、
　ことを特徴とする農作業用キャリア(１ａ)。
【請求項２】
　平面視の外形が矩形状で且つ前枠(３)、後枠(４)、および左右一対の側枠(５)を含む荷
台枠(２)と、
　上記左右一対の側枠(５)ごとの外側に軸支された左右一対の後輪(Ｗ)と、
　上記荷台枠(２)の前枠(３)および後枠(４)における水平方向の中間から立設した前後一
対の荷支え枠(８，９)、および上記左右一対の後輪(Ｗ)の車輪カバー(３３)ごとの上面か
ら立設した左右一対の荷支え枠(１０)と、
　上記前枠(３)の前方に水平状に張り出した台座(２６)の底面に取り付けられた１つまた
は２つの方向自在な前輪(ｗ)と、
　上記荷台枠(２)の前枠(３)から斜め前方(Ｆ)に延びた一対の支持枠(１５)の前端側に固
定された丁番金具(１６)と、
　上記丁番金具(１６)の一方(１７)に基端側を回転可能に取り付けられ、且つ先端に位置
する水平な握り枠(２４)によって連結された左右一対の牽引枠(２３)と、を備えた農作業
用キャリア(１ｂ)であって、
　上記左右一対の牽引枠(２３)は、上記荷台枠(２)側から離れ且つ斜め前方(Ｆ)に延びた
牽引時から、それらの基端側を回転中心として後方(Ｒ)に回転させた際に、上記荷台枠(
２)の後枠(４)に接して支持されると共に、該荷台枠(２)の前枠(３)および後枠(４)ごと
の上記前後一対の荷支え枠(８，９)を当該一対の牽引枠(２３)の間から立設させる、
　ことを特徴とする農作業用キャリア(１ｂ)。
【請求項３】
　前記４つの荷支え枠(８，９，１０)は、側面視で外側にく字状(１１)あるいは円弧形状
に突出する形状を呈する、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の農作業用キャリア(１ａ，１ｂ)。
【請求項４】
　前記方向自在な前輪(ｗ)が１つであり、かかる前輪(ｗ)の両側には、斜め下側および外
側に拡がる左右一対の補助輪(ａｗ)が前記台座(２６)を介して取り付けられている、
　ことを特徴とする請求項１乃至３の何れか一項に記載の農作業用キャリア(１ａ，１ｂ)
。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本考案は、例えば、消毒、施肥、除草、収穫のような各種の農作業に用いられ、狭い畝
の間などにおいても安定した姿勢で容易移動できると共に、不使用時には極く簡単な操作
によりコンパクトに折り畳める農作業用キャリアに関する。
【背景技術】
【０００２】
　本考案者は、先に、種々の農作業に用いられ、各種サイズの薬液タンクや収納容器など
を自在に積載できると共に、不使用時にはコンパクトに折り畳める農作業用運搬車を提案
している（例えば、特許文献１参照）。
　更に、本考案者は、例えば、田畑で隣接する畝同士間などの狭い路地であっても、畝や
作物などを傷付けることなく、安定した姿勢で容易に移動ししつ、施肥、除草、あるいは
収穫などの農作業が行えると共に、不使用時には全体を薄く且つコンパクトに折り畳める
農作業用キャリアも提案している（例えば、特許文献２参照）。
【０００３】
　しかし、前記農作業用運搬車や農作業用キャリアでは、薬液タンクや収納容器などの底
面を支持する荷台枠と、その上方における一定の高さに配置され且つ平面視の外形が相似
形である荷囲い枠と、を複数本の旋回枠などを介して連結することで、やや縦長の積荷ス
ペースを形成している。そのため、丈の低い収穫用容器などの積荷の場合、係る積荷を載
せたり、取り出す際に、上方の荷囲い枠や複数の旋回枠などが却って上記作業の支障にな
る場合があった。しかも、上記荷囲い枠を一定の高さに保つため、該荷囲い枠の前枠と、
斜め前方に延びた左右一対の牽引枠との間に、両者を位置決めするための脱着式の係止枠
を装着しているので、構造が複雑化し、且つ構成部材の数も多くならざるを得ない、とい
う問題もあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実用新案登録第３１８８６８４号公報（第１～１０頁、図１～５）
【特許文献２】実用新案登録第３１９９０４８号公報（第１～１１頁、図１～７）
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　本考案は、背景技術で説明した問題点を解決し、丈の低い収穫用容器などの積荷であっ
ても容易に荷台枠に荷上げしたり、荷降ろしでき、不使用時には極く簡単且つ迅速な操作
でコンパクトに折り畳めると共に、簡素な構造で且つ構成部材数を少なくした農作業用キ
ャリアを提供する、ことを課題とする。
【課題を解決するための手段および考案の効果】
【０００６】
　本考案は、前記課題を解決するため、積荷の底面側を支持する荷台枠を構成する前枠、
後枠、および左右一対の側枠の中間にそれぞれ荷支え枠を個別に立設し、使用時に上記前
枠から斜め前方に延びた左右一対の牽引枠を丁番金具によって上記荷台枠上に折り畳め、
且つこの際に上記左右一対の牽引枠の間から上記前枠および後枠に設けた各荷支え枠が立
設する、ことに着想して成されたものである。
【０００７】
　即ち、本考案による第１の農作業用キャリア（請求項１）は、平面視の外形が矩形状で
且つ前枠、後枠、および左右一対の側枠を含む荷台枠と、前記後枠における水平方向の中
間から後方に延びた支持枠に軸支される左右一対の後輪と、上記荷台枠の前枠、後枠、お
よび左右一対の側枠ごとにおける水平方向の中間から立設した前後左右４つの荷支え枠と
、上記前枠の前方に水平状に張り出した台座の底面に取り付けられた１つまたは２つの方
向自在な前輪と、上記荷台枠の前枠から斜め前方に延びた一対の支持枠の前端側に固定さ
れた丁番金具と、上記丁番金具の一方に基端側を回転可能に取り付けられ、且つ先端に位
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置する水平な握り枠によって連結された左右一対の牽引枠と、を備えた農作業用キャリア
であって、上記握り枠を含む左右一対の牽引枠は、上記荷台枠側から離れ且つ斜め前方に
延びた牽引時から、それらの基端側を回転中心として後方に回転させた際に、上記荷台枠
の後枠に接して支持されると共に、上記前枠および後枠ごとの上記前後一対の荷支え枠を
当該一対の牽引枠の間から立設させる、ことを特徴とする。
【０００８】
　また、本考案による第２の農作業用キャリア（請求項２）は、平面視の外形が矩形状で
且つ前枠、後枠、および左右一対の側枠を含む荷台枠と、前記左右一対の側枠ごとの外側
に軸支された左右一対の後輪と、上記荷台枠の前枠および後枠における水平方向の中間か
ら立設した前後一対の荷支え枠、および上記左右一対の後輪の車輪カバーごとの上面から
立設した左右一対の荷支え枠と、上記前枠の前方に水平状に張り出した台座の底面に取り
付けられた１つまたは２つの方向自在な前輪と、上記荷台枠の前枠から斜め前方に延びた
一対の支持枠の前端側に固定された丁番金具と、上記丁番金具の一方に基端側を回転可能
に取り付けられ、且つ先端に位置する水平な握り枠によって連結された左右一対の牽引枠
と、を備えた農作業用キャリアであって、上記左右一対の牽引枠は、上記荷台枠側から離
れ且つ斜め前方に延びた牽引時から、それらの基端側を回転中心として後方に回転させた
際に、上記荷台枠の後枠に接して支持されると共に、該荷台枠の前枠および後枠ごとの上
記前後一対の荷支え枠を当該一対の牽引枠の間から立設させる、ことを特徴とする。
【０００９】
　前記第１の農作業用キャリアおよび第２の農作業用キャリアによれば、以下の効果（１
）～（３）を奏することが可能となる。
（１）前記第１の農作業用キャリアでは、前記荷台枠の四辺の各枠から、また、前記第２
の農作業用キャリアでは、上記荷台枠の前後枠の中間と、前記左右一対の後輪の車輪カバ
ーごととの上面から前後左右４つの荷支え枠を立設しているので、何れ農作業用キャリア
のも、積荷の丈に拘わらず、各種の積荷を容易に積み込み、運搬し、降ろすことができる
。
（２）不使用時には、前記左右一対の牽引枠を、斜め前方に延びた牽引時から、それらの
基端側（前記丁番金具側）を回転中心として後方に回転させることで、荷台枠の後枠に接
して支持でき、この際に前後一対の荷支え枠とは干渉しないと共に、上記左右一対の牽引
枠の間に、前後一対の荷支え枠を立設させることができる。従って、極く簡単な操作で迅
速に折り畳んで、コンパクトに収納できる。
（３）農作業用キャリア全体の構造および機構の簡素であり、且つ構成部材数が少なくな
るので、低コスト化で製作することが可能となる。
【００１０】
　尚、前記荷台枠、荷支え枠、牽引枠、および、握り枠は、例えば、直径数ｃｍのステン
レス鋼管やアルミニウム管などを曲げ加工や溶接したものが用いられる。
　また、第１および第２の農作業用キャリアの前記荷台枠は、平面視において、互いに同
様のサイズであるか、互いに相似形の矩形（正方形または長方形）状を呈する。
　更に、前記一対の後輪は、一対の２重車輪（ダブルタイヤ）を隣接してなる形態であっ
ても良い。
　加えて、前記丁番金具は、丁番により連結された一対の回転金具と固定金具とからなり
、前者の金具に前記左右一対の牽引枠の基端側が固定され、後者の金具に前記荷台枠の前
枠から斜め前方に延びた一対の支持枠の前端側に固定される。
【００１１】
　更に、本考案には、前記４つの荷支え枠は、側面視で外側にく字状あるいは円弧形状に
突出する形状を呈する、農作業用キャリア（請求項３）も含まれる。
　これによれば、例えば、丈の高い薬液タンクなどの積荷であっても、その各側面あるい
は周面に上記４つの荷支え枠ごとの上辺枠が、常に接触するので、これらの側面などを痛
めずに水平方向の移動を阻止して運搬できると共に、丈の低い積荷であっても確実に運搬
することができる（効果（４））。
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【００１２】
　加えて、本考案には、前記方向自在な前輪が１つであり、かかる前輪の両側には、斜め
下側および外側に拡がる左右一対の補助輪が前記台座を介して取り付けられている、農作
業用キャリア（請求項４）も含まれる。
　これによれば、１つの方向自在な前輪と左右一対の後輪とからなる三輪車の形態となる
が、前輪の左右に斜め下側および外側に拡がる左右一対の補助輪が取り付けられているの
で、凹凸のある畝間の路地や、田畑などで牽引しても左右に倒れにくくして搬送すること
ができる（効果（５））。特に、一対の後輪間の間隔が比較的狭い前記第１の農作業用キ
ャリアの場合には、有効である。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】（Ａ）は本考案による第１の農作業用キャリアを示す斜視図、（Ｂ）はその丁番
金具付近の作用を示す部分垂直断面図。
【図２】上記第１の農作業用キャリアを示す正面図。
【図３】上記第１の農作業用キャリアを示す一部を省略した底面図。
【図４】上記第１の農作業用キャリアの折り畳み状態を示す斜視図。
【図５】本考案による第２の農作業用キャリアを示す斜視図。
【図６】上記第２の農作業用キャリアを示す一部を省略した底面図。
【考案を実施するための形態】
【００１４】
　以下において、本考案を実施するための形態について説明する。
　図１（Ａ）は、本考案による第１の農作業用キャリア１ａを示す斜視図である。尚、以
下における図中の符号Ｆは、本キャリア１ａ，１ｂの前方を示し、符号Ｒは、本キャリア
１ａ，１ｂの後方を示す。
　係る農作業用キャリア１ａは、図１（Ａ）に示すように、平面視の外形が矩形（長方形
または正方形）状で且つ前枠３、後枠４、および左右一対の側枠５を含む荷台枠２と、前
記前枠３、後枠４、一対の側枠５ごとの中間から個別に立設した荷支え枠８，９，１０，
１０と、上記荷台枠２の後枠５の中間から後方に延びた位置に配設された左右一対の後輪
Ｗと、上記荷台枠２の前枠３の中央付近の前方に配置された転動方向が自在な１つの前輪
（方向自在輪）ｗと、を備えている。
【００１５】
　尚、前記荷台枠２は、例えば、平面視で一辺が約３０ｃｍの正方形状、または、前後(
Ｆ－Ｒ)方向の長さが約２０ｃｍで且つ幅が約３１ｃｍの長方形状である。
　前記荷台枠２の内側で且つやや低い位置には、前後(Ｆ－Ｒ)方向に沿った１本の荷支持
枠６と、左右一対（２本）の荷支持枠７とが前枠３と後枠５との中間で水平に配置されて
いる。尚、該荷支持枠６，７は、４本以上としたり、平面視で縦横に交叉する格子形状を
呈する形態としても良い。
　上記荷支持枠６の両端は、後述する縦板１３と台座２６とに接続されている。また、上
記２本の荷支持枠７の両端は、何れも前枠３または後枠４に溶着されたアール片１２を介
して、前記前枠３または後枠５に支持されている。
【００１６】
　図１（Ａ）、図２～図３に示すように、上記アール片１２の上端ごとには、側面視で荷
台枠２の外側に「く」字状にやや突出した縦片１１が連続して立設し、幅方向で隣接する
一対の縦片１１の上端間には、前述した荷支え枠８，９が接続されている。該荷支え枠８
，９は、何れも上記一対の縦片１１を含んでいる。また、前記左右一対の側枠５の中間に
も前後一対の縦片１１を含む荷支え枠１０が立設されている。更に、荷支え枠８，９，１
０の上片は、何れも前記前枠３、後枠４、および側枠５の何れかと平面視で重複している
。
　尚、上記縦片１１は、側面視で荷台枠２の外側に円弧形状に突出した形態であっても良
い。また、図２中の符号ＧＬは、田畑や畝間などにおける路地の地面を示している。
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【００１７】
　図１（Ａ）～図３に示すように、前記荷台枠２の前枠３における中間から前方Ｆ側に水
平状に台座（板）２６が突設して溶着され、該台座２６の底面における中央部には、前記
前輪ｗが軸支金具２８を介して方向自在に取り付けられている。
　尚、前記一対の後輪Ｗおよび上記前輪ｗは、何れも、空気タイヤ、あるいは、合成ゴム
または合成樹脂からなり、且つ所要の柔軟性を有する中実のノーパンクタイヤである。尚
、前輪ｗは、左右一対（２つ）としても良い。
　前記左右一対の後輪Ｗは、直径が約２１ｃｍであり、図１（Ａ），図３に示すように、
前記荷台枠２の後枠５の中央部に溶着された垂直な縦板１３と、該縦板１３の後方Ｒ側に
接合された平面視がコ字形の支持枠１４とを介して、該支持枠１４における一対の側片の
外側ごとに対称に軸支されている。
【００１８】
　また、前記台座２６の底面には、前記前輪ｗよりも若干前方Ｆ側の位置において、左お
よび右の斜め下側に対称に延びた一対の支持金具２７が固定され、係る支持金具２７ごと
の下端の外側面には、正面視でハ字形状の左右対称で且つ斜め下側に向かう一対の補助車
輪ａｗが軸支されている。係る補助車輪ａｗは、硬質樹脂あるいは硬質ゴムからなる。尚
、上記一対の補助車輪ａｗ同士間の最大幅は、約４０～６０ｃｍ程が推奨される。
【００１９】
　更に、図１（Ａ）～図３に示すように、前記荷台枠２の前枠３の両端側には、前記台座
２６を挟んで前方に水平に延び且つ途中から湾曲しつつ斜め上方に延びた左右一対の支持
枠１５の基端部が溶着されている。係る一対の支持枠１５の前端部間には、全体が直方体
形状の丁番金具１６が連結されている。係る丁番金具１６は、図１（Ｂ）の上方に示すよ
うに、垂直断面がＬ字形状の回転金具（一方）１７と、垂直断面が斜め上向きに開口する
コ字形状の固定金具（他方）２０とからなり、これら両金具１７，２０は、丁番Ｈを介し
て接続されている。
【００２０】
　上記一方の回転金具１７の縦壁１８には、図示しないネジ孔ｓｈが貫通し、該ネジ孔ｓ
ｈには、外側に摘み１９を有するボルトＢが進退可能に螺入している。他方の固定金具２
０の前端側の縦壁２１にも、図１（Ｂ）の下方に示すように、同じネジ孔ｓｈが貫通し、
該ネジ孔ｓｈにボルトＢが進退可能に螺入している。
　尚、前記一対の支持枠１５の前端側は、上記固定金具２０の後端側の縦壁２２の外側を
通り、前端側の縦壁２１付近において該固定金具２０に溶着されている。
　また、上記固定金具２０の底面と前記台座２６の上面との間には、図示しない任意数の
支え材（ステイ）を取り付けても良い。
【００２１】
　前記丁番金具１６の回転金具１７には、その縦板１８の左右両端部から進入した左右一
対の牽引枠２３の基端側が溶着されている。係る長尺な左右一対の牽引枠２３は、先縁が
前後（Ｆ－Ｒ）方向に沿って斜め前方に延びている。該一対の牽引枠２３の先端側同士間
は、水平な握り枠２４により接続されている。更に、上記一対の牽引枠２３の前後（Ｆ－
Ｒ）方向における中間には、両者の間を水平に接続する水平枠２５が幅方向に沿って溶着
されている。
　尚、図１（Ａ）に示すように、上記一対の牽引枠２３ごとの握り枠２４側は、水平向き
に曲げられている。また、握り枠２４における軸方向の中間には、手で掴んだ際の滑り止
め用のグリップ（図示せず）を巻き付けても良い。
【００２２】
　図１（Ｂ）の上方に示すように、摘み１９を有するボルトＢが回転金具１７の縦壁１８
と固定金具２０の縦壁２１との各ネジ孔ｓｈを連続して螺入していると、握り枠２４を含
む左右一対の牽引枠２３は、回転金具１７と共に、固定金具２０および一対の支持枠１５
を介して、図１（Ａ）に示すように、前記荷台枠２の斜め前方に延びた姿勢で位置固定（
拘束）されている。
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　上記のように一対の牽引枠２３が固定された本キャリア１ａの使用状態では、前記荷台
枠２の荷支持枠６，７上に、農薬などを充填した縦長の薬液タンク、あるいは、田畑から
除去した雑草ないし収穫した野菜や果実などの比較的丈の低い収納容器を載置しても、こ
れらの側面や周面に前記荷支え枠８，９，１０の上片が個別に接触する。そのため、上記
タンクや容器などを荷台枠２から脱落させることなく、前記握り枠２４を作業者が片手で
掴んで、例えば、狭い畝の間を比較的少ない労力で運搬することができる。この際、上記
タンクや容器などの側面や周面を傷付ける事態を低減することが可能となる。
【００２３】
　一方、本キャリア１ａの不使用時には、前記摘み１９を反時計方法に回してボルトＢを
後退させると、該ボルトＢの先端側が固定金具２０の縦壁２１のネジ孔ｓｈから外れる。
係る状態で、図１（Ｂ）の上方中のカーブした矢印で示すように、丁番Ｈを回転中心とし
て、回転金具１７および一対の牽引枠２３を後方Ｒ側に向かって約１２０～１５０度回転
させる、という極く簡単な操作を行う。
　その結果、図４に示すように、左右一対の牽引枠２３は、前記丁番Ｈを回転中心に回転
して、荷台枠２の上方に移動し、且つ後枠５に個別に接触した状態で停止する。この際、
左右一対の牽引枠２３間には、荷支え枠８，９が立設した状態となるので、本キャリア１
ａ全体が比較的コンパクトに折り畳まれた状態となる。
【００２４】
　尚、図４に示すように、左右一対の牽引枠２３を、荷台枠２の後枠５に個別に接触した
斜め姿勢で停止させるのは、当該一対の牽引枠２３が不用意に跳ね上がりにくくして、使
用者に無用な怪我などを負わせないためでもある。
　また、一対の牽引枠２３間の前記水平枠２５は、該一対の牽引枠２３を前後（Ｆ－Ｒ）
方向に沿って長くすることで、折り畳んだ際に、図４のように荷台枠２の上方ではなく、
一対の後輪Ｗよりも後方Ｒ側に位置にするにしても良い。
　更に、本キャリア１ａを前記折り畳み状態で保管する場合には、何れか一方の牽引枠２
３とこれに隣接する側枠５との間に、例えば、Ｓ字形状のフックを架け渡したり、あるい
は、両者を柔軟なワイヤーで縛っても良い。
　以上のような第１の農作業用キャリア１ａによれば、前記効果（１）～（５）を確実に
奏することが可能である。
【００２５】
　図５は、本考案による第２の農作業用キャリア１ｂを示す斜視図であり、図６は、その
一部を省略した底面図である。
　係る農作業用キャリア１ｂは、図５，図６に示すように、前記同様の荷台枠２、荷支え
枠８，９、左右一対の支え枠１５、丁番金具１６、握り枠２４を含む左右一対の牽引枠２
３、台座２６、前輪ｗ、および一対の補助輪ａｗを備えている。
　係る農作業用キャリア１ｂが前記第１の農作業用キャリア１ａと異なるのは、図５，図
６に示すように、荷台枠２における左右一対の側枠５の外側ごとに、垂直断面が逆Ｌ字形
状の車輪カバー３３が固定され、それらの縦板３４の外側に前記同様の後輪Ｗが軸支され
ると共に、該一対の縦板３４間には、荷台枠２の幅方向に沿った水平な荷支持板３０が、
その両端の各縦片３１を介して固定されている。
【００２６】
　また、前記車輪カバー３３ごとの上面には、前後一対の縦片１１を含む左右一対の荷支
え枠１０が個別に立設されている。
　更に、前記荷台枠２における左右一対の側枠５間には、前記荷支持板３０を挟んで前後
一対の荷支持枠３２が互いに平行に架け渡されている。
　上記のような農作業用キャリア１ｂも、前記と同じ極く簡単な操作によって、図６中の
一点鎖線で示すように、握り枠２４を含む左右一対の牽引枠２３を、荷台枠２の上方に折
り畳むことができる。この際、左右一対の牽引枠２３も後枠５に接触した状態で停止する
と共に、係る一対の牽引枠２３間から、前記荷支え枠８，９を立設させることができる。
　以上のような第２の農作業用キャリア１ｂによっても、前記効果（１）～（５）を確実
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【００２７】
　本考案は、以上において説明した形態に限定されるものではない。
　例えば、前記荷台枠２、荷支え枠８～１０，支持枠１５、および牽引枠２３は、エンジ
ニアリングプラスチックなどの硬質樹脂の枠材により形成しても良い。
　また、前記荷支え枠８～１０の上片には、緩衝用の樹脂管やゴム管を巻き付けても良い
。
　更に、前記台座２６の底面に左右一対の前輪ｗを取り付けた場合、前記左右一対の補助
輪ａｗを省略しても良い。
　加えて、前記牽引枠２３、荷台枠２、および一対の後輪Ｗ付近に対して、公知のブレー
キ機構を付設するようにしても良い。
【産業上の利用可能性】
【００２８】
　本考案の農作業用キャリアによれば、丈の低い収穫用容器などの積荷であっても容易に
荷台枠に荷上げしたり、荷降ろしでき、不使用時には極く簡単且つ迅速な操作でコンパク
トに折り畳めると共に、簡素な構造で且つ構成部材数を少なくした農作業用キャリアを低
コストで確実に提供することができる。
【符号の説明】
【００２９】
　１ａ，１ｂ…農作業用キャリア
　２……………荷台枠
　３……………前枠
　４……………後枠
　５……………側枠
　８～１０……荷支え枠
　１６…………丁番金具
　１７…………回転金具（一方）
　２３…………牽引枠
　２４…………握り枠
　２６…………台座
　３３…………車輪カバー
　Ｗ……………後輪
　ｗ……………前輪
　ａｗ…………補助輪
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